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テクノロジーの進歩は時に新たな問題を生む。生成AIはネット上からあらゆる創作物を無断で収集し、クリエイター
の存在を脅かす。そのデータを確認するのは途上国の極めて安価な労働力だ。他方、最先端の遺伝子療法は、「試
す権利」という難問を突きつける。生命に関わる疾患を抱える患者には、効果が十分に立証されていない治療法
でも認めるべきなのだろうか。今回の特集では、イノベーションで置き去りにされがちな、倫理の問題にスポット
を当てる。テクノロジーに倫理的な思考を組み込むヒントにしてほしい。

テクノロジーと倫理　
問われる「責任ある進歩」

Yoshi Sodeoka



を持っていると、兵士は自らの経験
から学んでいる。そこで兵士は照準
をバウンディングボックスに合わせ、
引き金を引く準備をする。
　別の戦争を思い浮かべてほしい。
この戦争も近い将来に起こるかもし
れないものだ。ある司令官がたくさ
んのモニターの前に立っている。チ
ャットボットが警告を発している。
チャットボットによれば、敵のロケ
ット発射場として用いられる可能性
がある街の区画に、1台のトラック
が侵入したことを人工衛星が検知し
たという。チャットボットはすでに、
砲兵隊にそのトラックに狙いを定め
させ、待機をさせておくべきだとい
うアドバイスを出している。チャッ
トボットの計算によれば、砲兵隊を
用いることで「致命確率」が最大化
されるのだという。
　チャットボットは、付近の建物は
いずれも市民のものではないという。
ただし、そう断定するには人間によ
る確認も必要になると、注意もして
いる。現地を詳しく確認するために
システムが派遣していたドローンが、
現場に到着する。ドローンからの映
像には、トラックがバック走行で2
つの敷地の間にある狭い路地へと入
っていく場面が映されている。トラ
ックを砲撃するチャンスは急速に閉
ざされようとしている。

　司令官にはもう、周囲の音は聞こ
えていない。戦場の混沌も、不確実
性も、騒音もすべて、司令官は忘れ
ている。代わりに司令官はただ、迫
りくるタイムリミットのことを考え
ながら、目の前で光を放つボタンを
眺めている。
　「砲撃命令を承認する」。
　引き金を引くという決断、場合に
よっては、引かないという決断。ボ
タンを押すという決断、あるいは押
さないという決断。法的にも、そし
て倫理的にも、生死にまつわる兵士
の決断が担う役割は、極めて重要で、
避けられないものだ。根本的に、人
間による戦争を定義するのは、こう
した生死にまつわる決断なのだ。
　そう考えると、世界各国および市
民社会が人工知能（AI）を用いた自
律兵器（人間による指示を一切必要
とせずに標的を選択および攻撃でき
る兵器）の問題に関して大きな懸念
を持つようになったことは当然だろ
う。2023年5月、国連の「特定通
常兵器使用禁止制限条約（Conven-
tion on Certain Conventional 
Weapons）」締約国は、10年間に
及んだ議論を終えた。各国は、戦争
法を遵守するため、軍隊が自律兵器
を用いる際には、「期間、地理的範囲、
作戦規模を制限」する必要があると
の勧告で合意した。この勧告に法的

未来の戦争を思い浮か
べてほしい。その戦争
はもしかしたら、明日

にでも始まるかもしれない。
　ある兵士が誰もいない建物の屋上
に敵を狙撃するための陣地を構えて
いる。兵士の所属する部隊は街中の
あらゆる区画で戦闘をしている。ど
の曲がり角にも敵が静かに待ち伏せ
ており、チャンスさえあればこちら
に銃撃を浴びせる準備ができている
かもしれないと、兵士たちには思え
てくる。
　照準器越しに近くにある建物の窓
を観察する兵士は、ベランダに洗っ
たばかりの洗濯物がぶら下がってい
るのに気づく。無線で連絡が入る。
兵士の部隊が建物の下の開けた場所
を間もなく通過するとのことだ。部
隊が動き始めると、兵士の照準器の
左上に赤いバウンディングボックス

（物体や人物を指し示す四角い枠）
が表示される。照準器のコンピュー
タービジョン・システムが、敵兵士
の可能性がある人物がいると警告し
ているのだ。窓越しに見える人影が
構えを取り、銃撃しようとしている
ように見える。
　兵士は、その人影をはっきりとは
視認できない。しかし、コンピュー
タービジョンはどんなわずかな敵の
気配でも検知する人間を超えた能力
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1 戦争とAI
曖昧化する責任の境界線
人工知能（AI）が戦場で人間の意思決定を支援することが一般的になりつつある。だが、
問題が起こったときに責任を負うべきは誰なのだろうか。その境界線は曖昧になりつつ
ある。

by Arthur Holland Michel （テクノロジーライター）
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拘束力はないが、少なくとも殺戮に
つながる一瞬の過程のどこか、ある
時点において、人間が関与する必要
があるという認識を示したものだ。
　人間の意思決定を完全に代替する
AI自律兵器は、まだ（おそらくは）
実際に使用されているわけではない。
米国など大国が配備している「自律
型」ドローンや船舶ですら、人間に
よって注意深く監視されながら使用
されている。一方で、ただ引き金を
引くのをガイドするだけのインテリ
ジェント・システムはすでに、好戦
的な国々の間で兵器の一部として浸
透し始めている。軍用のインテリジ
ェント・システムは知らぬ間に大き
く発展を遂げ、新たな問いを投げか
けている。その問いは、殺人ロボッ
トなどという古臭い議題よりも答え
を出すのが難しく、日に日により喫
緊のものとなっている。その問いと
は、次の通りだ。決断が部分的には
人間に、部分的には機械によってな
されるということはどういうことな
のだろうか？ 人間と機械が誰かを
殺戮するという決断を共に下すとき、
その決断が倫理的なものとなり得る
ことは果たしてあるのだろうか？

　長きにわたり、コンピューターを
用いて人間の決断を支援するという
アイデアは、ここまで物議を醸すと
は思われていなかった。退役した米
国空軍の中将であるジャック・シャ
ナハンは、自らが1980年代に操縦
していたF4ファントム戦闘機に搭
載されたレーダーもある種の決断支
援ツールであったと述べている。レ
ーダーは他の航空機の存在をパイ
ロットに警告で伝えてくれたので、
自らはどのように対処できるかを
考えることができたと、シャナハ

ンは言う。しかし、パイロットと
レーダーが対等の立場にある共犯
者だと言ってしまうのは、誇張と
いうものだろう。
　人間と機械の関係は一変し始めて
いる。「少なくとも私の見解では、
現在は人間と機械がある種のチーム
として作戦を遂行せねばならなくな
ってきているのです」と、シャナハ
ンは言う。
　特に機械学習の登場により、軍が
重要な決断を形成する際のコンピュ
ーターの活用法は大きく変化を遂げ
た。そして、コンピューターが戦争
における究極の決定にまで関与する
可能性すら出てきている。シャナハ
ンは「 プロジェクト・メイブン

（Project Maven）」の最初のプロジ
ェクト長だった。プロジェクト・メ
イブンとは、ペンタゴン（米国防総
省）による主導のもと、ドローンの
映像内で標的を認識するアルゴリズ
ムを開発したプログラムである。プ
ロジェクト・メイブンは米国による

AIの軍事利用の新時代の到来を告げ
るものだった。「深層学習のアルゴ
リズムはほぼ人間と同じレベルの能
力を発揮できる」という研究結果が
発表された2017年に、プロジェク
トは始まった（一方、プロジェクト・
メイブンは物議を醸すことにもなっ
た。2018年、3000人以上のグー
グル従業員が、プロジェクト・メイ
ブンにグーグルが関与していること
に抗議する文書に署名した）。
　機械学習をベースにした意思決定
ツールは、従来のツールよりも「明
らかに高い能力を持ち、使い道も多
様です」と、マット・トゥレックは
言う。トゥレックは米国国防先端研
究計画局（DARPA）の情報イノベ
ーション室で副室長を務めている。

「結果として、おそらく以前よりも、
人間の意思決定における機械の役割
が大きくなる傾向にあります」。
　例えば、敵の狙撃手を警戒する兵
士は、「アサルト・ライフル戦闘応
用システム（Assault Rifle Com-

Yoshi Sodeoka
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ない。MITテクノロジーレビューか
らの質問に対して、米空軍の広報責
任者であるローラ・マクアンドリュ
ースは、空軍では「人間と機械をチ
ームとして扱うアプローチを利用し
ています」と回答する。
　他の国の軍は、人間の判断を機械
にある程度委ねる試みを、よりオー
プンにしている。2021年に起こっ
たイスラエルとパレスチナとの紛争
のすぐ後で、イスラエル国防軍は差
し迫った攻撃について部隊へと警告
したり、作戦のターゲットを提案し
たりするために、AIツールと同軍が
呼称するものを紛争中に使用したと
述べた。
　ウクライナ軍は「GISアルタ（GIS 
Arta）」と呼ばれるプログラムを使
用している。このプログラムはアル
ゴリズムに基づき、戦場でロシア軍
の各ターゲットを特定し、そのター
ゲットを攻撃するのに最適な場所に
いる砲兵隊を教えてくれる。英タイ
ムズ（Times）紙の記事には、GIS
アルタはウーバーの運転手と乗客を
結びつけるアルゴリズムと似ている
と記されている。このアルゴリズム
によって、ターゲットの発見から攻
撃までの時間が大幅に短縮されるの
だという。ウクライナ軍がGISアル
タの使用を開始する前は、発見から
攻撃までに20分を費やしていたが、
現在は1分しかかからないという。
　ロシアもAIを搭載した独自の指
揮・統制システムを保有していると
主張している。だが、そのシステム
の技術的詳細については、ほとんど
明らかにしていない。ワドワーニ
AI・先進テクノロジー研究センター

（Wadhwani Center for AI and 
Advanced Technologies）のグレ
ゴリー・アレン所長は、AIの軍事利
用に関する各国の主張の一部は鵜呑

みにしないことが重要だと話す。ア
レン所長はペンタゴンの現在のAI
に関する方針の立案にも携わってい
る人物である。ロシアの軍用AIとさ
れるテクノロジーの中には、「数十
年前から存在する、いたってありふ
れたものもあり」、GISアルタも「単
なる従来型のソフトウェア」だと述
べている。
　軍事的な意思決定をするにあたっ
ては、さまざまな判断が必要となる。

bat Application System）」を用い
ながら警戒に当たるかもしれない。
このシステムとは、イスラエルの防
衛企業、エルビット・システムス

（Elbit Systems）が販売する照準器
のことだ。エルビット・システムの
仕様書によれば、「AIを活用した」同
照準器は550メートル以上の距離で
も「人間のターゲットを検知」し、
サッカーのフィールドほどの距離で
も人間のターゲットを「識別」でき
るという（推察するに、そのターゲ
ットが撃ってもよい人物かどうかを
見極めるということだろう）。エル
ビット・システムスの広報責任者で
あるアンナ・アーロンハイム・コー
エンは、MITテクノロジーレビュー
の取材で次のように述べている。「こ
の照準器システムは、歩兵たちが参
加した演習で実際に使用され、テス
ト済みです」。
　スマートシューター（Smartshoot-
er）という企業が開発した別の照準
器も、同様の能力を持つと宣伝され
ている。スマートシューターの
Webサイトによれば、同社の照準
器は遠隔操作のマシンガンにも搭載
できるという。2021年にイスラエ
ルのエージェントがイラン人原子力
科学者であるモハセン・ファクリザ
デを暗殺する際に用いたのも、遠隔
操作マシンガンの一種だった。
　戦場から遠く離れた場所で使用す
る決断支援ツールも、上述した照準
器と同じぐらい、人間の決断に影響
力を及ぼし得る。情報を分析し、場
合によっては敵への攻撃を決定する
こともある一連のプロセスは「キル
チェーン（kill chain）」と呼ばれる
が、ペンタゴンはキルチェーンにお
いてAIを使用したことがあると見
られている。ただし、ペンタゴンは
詳細についてはっきりと明かしてい

Feature

6

軍
事
的
な
意
思
決
定
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
判
断
が
必
要
と
な
る
。

た
だ
し
、
判
断
を
省
略
す
る
た
め
の
自
動
化
ツ
ー
ル
は
、

必
ず
し
も
人
間
を
凌
駕
す
る
性
能
の
Ａ
Ｉ
を
搭
載
す
る
必
要
は
な
い
。



ンピューターが、高度で、さまざま
な役割を新たに担うことが予想され
る今、ずっと以前から存在していた
この指針は、改めて重要なものとな
っている。
　「誰かが最終的には責任を負うの
だということは、私たち軍の司令官
にとって大原則でした。私も、軍に
いた私の知り合いのほとんども、そ
う考えていました」と、シャナハン
は言う。プロジェクト・メイブンに
参加した後、シャナハンはペンタゴ
ンの共同AIセンター（Joint Artifi-
cial Intelligence Center）の 初 代
所長となり、そこでAIの倫理原則の
策定を監督した。
　この原則こそが、人間の指が引き
金を引き、人間の手が「承認」を押
さなければいけない理由なのである。
もしコンピューターが視認している
のが間違った対象であり、それでも
兵士が引き金を引くのならば、その
責任は兵士に帰せられるのだ。「人
間が機械を使って、事故に繋がるよ
うな行為をしたとしましょう。例え
ば、機械を使って、落とすべきでは
ない場所に爆弾を落とす、といった
行為です。それでも、その決断をし
たのは人間なのです」と、シャナハ
ンは言う。
　それでも、事故は起こる。だから
こそ、戦場における機械と人間の判
断にまつわる問題は複雑なのだ。戦
争における避けようのない、誰の責
任でもない悲劇と、悪意や八つ当た
りや重大な過失による行為とを区別
しようと、軍隊は現在に至るまでの
何百年間もの時間を費やして研究し
てきた。今でも、そうした区別をす
るのは難しい作業だ。人間の主体性
と判断の一部を、多くの場合最適化
という数学的原則に基づいて設計さ
れているアルゴリズムに担わせるこ

エルの巨大防衛企業ラファエル
（Rafael）はすでに、こうしたキル
ウェブ製品である「ファイアウィー
バー（Fire Weaver）」をイスラエル
国防軍に販売している（ラファエル
は米国防総省とドイツ軍に対しても
ファイアウィーバーのデモンストレ
ーションをしている）。ラファエル
の資料によれば、ファイアウィーバ
ーは敵の位置を発見し、計算によっ
て敵に攻撃するのに最適な位置にい
ると判断した味方部隊に通知し、さ
らにその味方部隊の武器の照準器内
で直接ターゲットの上に十字線を表
示するという。ファイアウィーバー
の解説映像の1つを見ると、人間の
役割は「承認」と「却下」の2つのボ
タンから選ぶことだった。

　窓の中のシルエットが兵士ではな
く、子どもだったとしよう。トラッ
クが運んでいたのは敵軍が使用する
弾頭ではなく、民家で利用する水が
入った容器だったと想像してみてほ
しい。
　米国防総省が掲げる5つの「AIに
関する倫理的原則」は、AI利用の際
に人間が持つべき資質として各原則
をリストアップしている。そのリス
トで常に最初に挙げられるのは「責
任」である。実際の戦場で過ちが起
こった場合、その最終責任を負うの
は、機械ではなく、人間であるべき
だということだ。
　当然、このような責任原則は、AI
を搭載した機械が登場するずっと前
から存在していた。戦闘中のすべて
の故意による行動は誰かにその責任
が帰せられる。こうした指針の基礎
的かつ共通の理解がなければ、戦争
に関するすべての法律や慣習は無意
味なものとなるだろう。しかし、コ

ただし、判断を省略するための自動
化ツールは、必ずしも人間を凌駕す
る性能のAIを搭載している必要は
ない。現在軍で使われている自動化
ツールの中には、敵軍の動きを予測
するためのものもあれば、特定のタ
ーゲットを排除する方法を知るため
のものや、近くの市民がどれほど巻
き添え被害を受けるかを推定するた
めのものもある。
　こうしたツールはいずれも殺人ロ
ボットと呼べるほどのものではない。
ただし、こうしたAIを用いた自動化
ツールにもリスクはある。高度なコ
ンピューターと同様に、AIベースの
ツールは、普通ではありえない思い
もよらぬ不具合を起こすことがある。
ツールを使用する人間が、画面上の
答えの正誤を常に判断できるかどう
かは明らかではない。AIベースのツ
ールは休むことなく働き続けるので、
これから取ろうとする行動が合法で
あるかどうかを確認するための時間
や余裕を人間に与えない可能性もあ
る。分野によっては、AIベースのツ
ールは人間を超えるほどの働きをす
ることもあり得る。そのために、戦
争という行為が持つ言語化しがたい
要素が完全に失われる可能性もある。
　各国の軍隊は最終的にマシン・イ
ンテリジェンスを使って、今は独立
している多くのツールを統合し、単
一の自動化されたネットワークを構
築する計画をしている。そのネット
ワークは各武器と、司令官と、兵士
とを互いに結び合わせるものだ。こ
のネットワークはキルチェーンでは
ない。ペンタゴンも最近使用してい
る「キルウェブ（kill web）」という
呼称が相応しいだろう。
　キルウェブ内では、人間が下す決
断が本当に決断と呼べるものなのか
どうかすらも、曖昧になる。イスラ
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